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人
材
の
育
成
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
い

ず
れ
の
講
義
も
、
三
～
四
人
の
研
究
員
が

講
師
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を

中
心
に
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
主
対
象

は
三
～
四
年
次
の
学
生
で
す
。

二
〇
一
三
年
度
（
平
成
二
十
五
年
度
）

は
い
ず
れ
の
講
義
も
百
人
程
度
の
学
生
が

参
加
し
て
お
り
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
が
注

が
れ
て
い
ま
す
。

●
よ
り
良
い
寄
付
講
座
︵
寄
付
講
義
︶

に
向
け
た
取
り
組
み

当
財
団
で
は
、
三
年
ご
と
に
講
座
内
容

当
財
団
は
主
催
セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
旅

行
・
観
光
分
野
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
回
は
、
大
学
で
の
講
義
を
通
し
て
将

来
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

寄
付
講
座︵
寄
付
講
義
︶

当
財
団
で
は
、
調
査
・
研
究
専
門
機
関

化
五
十
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

二
〇
一
一
年
度
（
平
成
二
十
三
年
度
）
よ
り
、

琉
球
大
学
お
よ
び
立
教
大
学
に
お
い
て
寄

付
講
座（
寄
付
講
義
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
琉
球
大
学
に
お
け
る
寄
付
講
義

琉
球
大
学
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
（
平

成
二
十
五
年
度
）上
半
期
に
お
い
て
、「
沖

縄
の
観
光
振
興
実
践
論
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
講
義
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
講
義
の

目
的
は
、
こ
れ
ま
で
に
当
財
団
が
関
わ
っ

て
き
た
沖
縄
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
調
査
・
研
究
等
を
通
じ
て
当
財
団

に
蓄
積
さ
れ
た
沖
縄
の
観
光
振
興
に
関

す
る
知
見
を
学
生
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ

り
、
観
光
分
野
の
人
材
育
成
お
よ
び
そ
こ

か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
将
来
的
な
沖
縄
の
観

光
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
観
光
統

計
、
観
光
政
策
、
宿
泊
産
業
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
、
自
然
観
光
、
産
業
観
光
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
各
分
野
に
従
事
す
る
研

究
員
が
持
ち
回
り
で
講
師
を
担
当
し
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
講
義
を
行
い
ま

す
。
主
対
象
は
三
～
四
年
次
の
学
生
で
す

が
、
興
味
を
抱
い
た
大
学
院
生
が
参
加
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
三
十
人
程
度
の
学
生
が
参

加
し
て
お
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
立
教
大
学
に
お
け
る
寄
付
講
座

立
教
大
学
で
は
、
上
半
期
に
お
い
て
、

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
経
営
」「
観
光
地

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
観
光
地
づ
く
り
」
の

三
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
講
義
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
講
義
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
お
い
て
当
財
団
が
実
際
に
関

わ
っ
た
、
も
し
く
は
関
わ
っ
て
い
る
調
査・

研
究
を
も
と
に
現
場
目
線
で
解
説
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
実
践
面
で
役
立
つ
観
光

財
団
活
動
の
い
ま
…

旅
行
・
観
光
分
野
の
人
材
育
成
の
取
り
組
み

琉球大学での寄付講義の様子

立教大学での寄付講座の様子



生
が
不
慣
れ
な
が
ら
も
自
ら
仮
説
を
組

み
立
て
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
た
め
の
デ
ー

タ
を
収
集
・
分
析
し
、
自
分
た
ち
な
り
の

課
題
解
決
策
を
発
表
し
ま
し
た
。 

加
え
て
後
期
は
「
旅
行
業
経
営
実
務
」

を
開
講
予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
当
財

団
で
は
旅
行
や
観
光
の
現
場
で
起
き
て
い

る
こ
と
を
生
々
し
い
形
で
学
生
に
伝
え
、

彼
ら
が
「
自
ら
感
じ
て
・
考
え
る
」
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
、
旅
行・

観
光
分
野
で
活
躍
す
る
実
践
的
な
人
材

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
観
光
文
化
事
業
部 

主
任
研
究
員　

堀
木
美
告
）

二
〇
一
三
年
度
（
平
成
二
十
五
年
度
）、

当
財
団
の
志
賀
典
人
会
長
が
立
教
大
学

観
光
学
部
の
特
任
教
授
に
就
任
し
、
四

月
よ
り
「
旅
行
産
業
論
」「
旅
行
産
業
演

習
」
の
二
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
当

財
団
で
は
こ
れ
ま
で
も
同
学
部
に
お
い
て

前
出
の
寄
付
講
座
を
開
設
し
て
き
ま
し
た

が
、
特
任
教
授
と
し
て
科
目
を
担
当
す
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

「
旅
行
産
業
論
」
は
観
光
立
国
推
進
政

策
の
中
核
的
産
業
で
あ
る
旅
行
産
業
を

取
り
上
げ
、
旅
行
市
場
の
現
状
、
旅
行

会
社
の
経
営
構
造
、
旅
行
販
売
、
商
品

造
成
、
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
実
例
・
実

態
を
踏
ま
え
、
旅
行
産
業
の
課
題
と
展
望

を
講
義
す
る
も
の
で
す
。
前
期
は
個
人
旅

行
販
売
、
商
品
造
成
（
海
外
・
国
内
）
の

実
際
に
つ
い
て
、
後
期
は
法
人
営
業
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
、
旅
行
関
連
事
業
等
の
実
際

期
待
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

一
方
、「
旅
行
産
業
演
習
」
は
、
タ
イ
ト

ル
こ
そ
「
旅
行
産
業
論
」
に
対
応
す
る

演
習
科
目
の
よ
う
で
す
が
、
取
り
扱
う
領

域
は
よ
り
広
く
、
観
光
の
現
場
全
般
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
観
光
の
現
場
で
起
き
て

い
る
課
題
に
触
れ
、
そ
の
解
決
方
策
を
自

ら
考
え
る
こ
と
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
卒

業
後
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
役
立
つ
よ
う
な

「
実
践
的
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
」
を

身
に
着
け
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
す
。

そ
の
た
め
「
地
域
課
題
の
解
決
手
段
と
し

て
の
観
光
」
に
主
眼
を
置
き
、
旅
行
の
市

場
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地
域
、
両
者

（
市
場
と
地
域
）
を
つ
な
ぐ
交
通
や
情
報

な
ど
旅
行
・
観
光
を
取
り
巻
く
各
分
野
の

話
題
を
取
り
上
げ
、

①
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識

や
デ
ー
タ
、
具
体
的
事
例
を
紹
介
す
る

「
講
義
」

②
そ
れ
を
踏
ま
え
少
人
数
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
「
グ
ル
ー
プ
討
議
」

③
討
議
し
た
結
果
の
「
発
表
」

と
い
う
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
一
セ
ッ
ト

と
し
て
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
初
回

は
「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
地
域
の
戦
略
」
を
検
討
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
二
十
人
の
受
講

に
つ
い
て
、
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
招

し
ょ
う

聘へ
い

す

る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
各
社
の
経
営
者
や
中

核
的
実
務
者
が
、
直
接
解
説
す
る
予
定

で
す
。
前
期
、
後
期
を
通
じ
て
旅
行
産
業

の
全
体
像
を
見
渡
す
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
経
営
ト
ッ
プ
や
現
場
経
験
豊
富
な

実
務
者
か
ら
な
る
講
師
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が

〝
売
り
〟
で
、
百
八
十
人
近
い
受
講
生
の

皆
さ
ん
か
ら
も
、
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

旅
行
業
の
姿
に
触
れ
る
機
会
へ
の
大
き
な

等
の
見
直
し
・
改
訂
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
両
講
座
と
も
、
今
年
度
で
丸

三
年
と
な
る
た
め
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
に

指
摘
さ
れ
た
学
生
や
大
学
側
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
要
望
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
年

度
以
降
の
講
義
内
容
の
見
直
し
・
改
訂
を

行
う
予
定
で
す
。

（
観
光
文
化
事
業
部 

主
任
研
究
員　

牧
野
博
明
）

「旅行産業演習」の課題に取り組む学生たち

「旅行産業論」での講義の様子

今
年
度
か
ら
の

　
　
新
た
な
取
り
組
み

27 財団活動のいま…


